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 クルマエビ種.苗放流追騎調査

増殖部

目的

 クルマエビ種苗旗流の.効果幸確認して栽培漁業の進展を期・ずる目白勺で,瀬.戸内

 海を中心とした琴践漁場設定調査事業の一環とレて本県有窮湾(志布志町)に放
 流し,。'また,本年設立された本試増殖センターで種苗生産レ.牟クルマエビ種苗を

 八代海(出水市〕に放流してそれぞれ追跡調査した。.

有明湾

,放流場所

 鹿児島県曾於郡志布志町前川河口(第1図〕

 有明湾は太平洋の南東側。に開口し,外洋の海況変化を受けやすい外洋睦漁

 場で,殆んど干潟を形成しない。

 放流地点は川口の海岸線のやや入り込、～だ無干出地帯を放流一地点としたが

 附近の海岸線は天.候によって変りやすい形状ヤある。(第2図)

 放流場所岡辺の底質粒度組成及ぴ灼熱滅撞による有機質量は第1表に示.し.

 た。底砂は細捗が50～77%で柔かく,着1・雫・ど粒度が小さく在る傾向がみ
 られ,.灼熱減量はa7～5-7%で概して有1,1。・賢が多く,殊に沖側のst.7,

 斗玉,15,16一では4%以上と高かった。これは。,捧よりでは常に波浪で

 撹乱されており,また河川から搬出される有機質は沖へ選ばれて雄穫するも

 のと思われる。

 2一,放流時期及び種苗



 放流は6月13日～8月12日の間に3回に分けて行なった。種苗ぱ8月1

 日放養の276.O.00尾か身4日間申間育歳されたもので,その他はすべて志

 布志事業場から直接輸送したものである。

3,放流

 種苗.輸送は取揚げた種苗を22～23℃の低水温に浸漬し活力を抑制して

 (飼育水温は一28川2・9一℃〕,布地にくる手ネル,生地張りの木枠33x53一

 ㎝の'上にのせて,この一木・棒・一里数段に重ねて水無しで陸上輸送した。

 輸送時欄は約15分セニ取揚げから放養までの所要時間は1時間から⊥一5時.
 間.であった。

 輸送には出来るだけ涼Iしい時刻を選んで放流した。7月31日の放流ではわ

 ずかに錐死がでて囲い網に吹きかかったものが見られたがその植は健全であっ

 た。

 6月13日の第1回目放流は直接放流により第2回目の7月31日,.8月1

 日には囲い緒に放養した。団ら網は網地4x4,240径を島480材の六角

 形に囲ったものである。(第2図〕放養後2日目から悪天候に夜ち',囲い縄

 ・が.裂け1孟宗竹支柱が割れて施設は損壊した。その結果,囲い網6保養は1～

 2日間で;その後自然放.流と赤った。放流後は時化により底砂が擾乱されるの

 .で,種董は囲い網内及びその周辺では生恵不明と在り,沖側へ分散したも一のと

 ...思われた。.

 ま.た,志布志のよう在外.海漁場では囲い網方式の保護は適当で在いと判断さ

 .れたので,・囲い.網に代る方'法・として予備試.験的にビーチタンク方式をとって

 i・00万尾の・種苗を放流した。方法は1,放流.場所の海岸にタテ4伽,Iヨコエ5

 閉,深サ0.9棚の50トンタンクに堀割して,これにポリエチレンー・シー一下を

 敷い下水を張った。

 輸送した種苗は50万尾ブつ.2一目に分けて放流前日の夕刻から翌早朝一'までの約

 15時間通気して輸送.後の活力を回復させた。放流はビーチ・タンクから放流

 地一点までの約50mに径ξ.0棚ビニール・・ホースを'配管して緩やかな落差でも

 って放流し走。ビニ与.幸ン・クの水漏は第3図めようにタンク注水時から放流

 時までの間に26,6～3↓2℃の範囲下変化した。この閥g擁死は殆んど在く
 放流直後は放流地'点を中心に海岸線沿いに約100mの範囲に分散し,潜砂す
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 るものがみられた。

 追跡調査。

 ωポンプ網調査

 .放流地点を中心に3一回のポ'ンプ網調査を行哀ったか,いず一れ一も追跡作'業が一

 円滑にゆかず・・重..た・漁獲もなかった二局水域にお・けるポンプ網の調査可能な

 範囲は,=手の能力から極めて狭い範囲に限られパ特に汀練附近では波濃の打

 ちかえ.しがひどく・てクルーマエビ種苗の一棲み場とな・りにくいものと考えられ,

 同域内での調査法としてポンプ網は適・当でないと判定した;

 ←)餌曳き網・ヒ小型底曳網〕調査.

 放流地点のlCOm。沖から更に沖倒へ200洲,及び海岸輝の沿線に

 1,500枷の範囲で毎回曳網調一査し,採集漁獲物を溺定した。その値測定標

 本は漁業者が岡本銭でエサ曳きした際のクルマエビ漁獲物標本作っレても測
 定して成長を調査.した。

 放流場所の地先では一本釣岬9餌エビ1チクゴェ台・号ルェビ等)あ漁
 場と・して小型底曳による長年の操業が圧されているか,昨年古てば殆んどク

 ルマエビが混獲され左かった漁場である。従って,今年放流地先で漁獲され

 .一はしめたクルマエビは明らかに放流群であろう。(第2表,第王図)

5,漁獲状況

 本県の統計上の〃くるまえび〃どは,クルマエビ(Penaeusjapon-icus)

 とクマエビ〔P.monodon,俗称〃あじあか〃〕を含んでいるが,両者の水揚げ

 が区別されて取扱われていないために過去のクルマエビの漁獲変動は明らかで

 在い。昨年ではクルマエビの漁獲量は総体の約2割程度であろうと推定された.

 が,もし例年クルマエビとクマエビがほほ同じ比率で漁獲されていたと仮定す

 れば第王表のように減少の傾向にある総漁獲量とともにクルマエビの漁獲量も

 減少しつつあるといえる。

 煮た,昨年は放流漁場の周囲が岩礁地帯に圏重れているため,放流群が.成長

 に伴う分数の過程で碧'礁地帯に定着し,漁盤にはねかえり難いとしたが今年は

 この岩場の狭い漁場で底曳網で漁獲されはじめている。しかし,ここで操業す

 る4～5名の撫民は今年の同漁場のクルマエビの好漁を公表したがらずに横流一

 しI鼓売しているためにこれらの漁獲量が統計に現わ枠衰㎏。そこでこれら漁民
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 の亭ち,特定の業者について漁獲状況を調査した一の結果を第会表に示し.こ
 れから推定さ外る今年の漁獲量と経年の漁獲量の変動をみると第チ表のよ?午な
 る。

 す布やち・くるIま牟び総漁獲量〔クマエ.ビを.含む〕てば昨年に引き続き減少し
 ているが、いわゆるニクルマエ亨だけの漁撃変動をみると、4亨年の年間ク.ルマエ

 ビ漁獲量が約300初輝度ξ推定されるgに対レて。本年はぐるま牟ぴ総漁獲量
 ..の約魯0%がクル'マエビでi1月までの推定漁獲量LOOg佃程度と奉る。すな
 わち,くるまえび総漁獲量のうちクルマエビの比率が昨年は約20%程度である

 のに対して本年は80%と在り,クマエビとの比率が逆転して推定漁獲量一で昨年

 の3倍以上に急増していそ。この岩場の漁場.では元来魚類を漁獲対象として操業
 されており・クルマエビは数尾混獲される程度で・}日平均漁獲量が2～5切以

 上,最高漁獲量15佃という今年のような漁獲は且ってない漁場である。.

 また,同漁場の漁獲物は体長からみて今年の発I生群であり,同域における発生

 出現が多かったことは,す在わち昨年岩礁地帯に移行した放流群はで代で漁獲さ

 一れず昧二。一年後の自替増カ町によるいわゆる王、.の代で漁獲対象と在ったものと考
 えた。

 現在,岩場午牟けるクルマエビ漁法として,エビ鰯を導入して目下熱韓操業中
 である。



第1図 放流場所

 及び漁場一図

 〔XSt.  ぱ底砂調査地点〕



第2図  囲い網と設置場所の形状

 騒い謂
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第3図  ビrチダンクの飼育水'湿変化と放流地点の水溜変化

ビーチタンク

放流地点



 第1表底質の灼字減量及ぴ粒度組成
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第全図  追跡調査によるクルマエビの体長組成

 (推定モード〕



 第3表底曳網によるクルマエビ漁獲状況と推定漁獲量
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 じと仮定して月別クルマエビ漁獲最を推定した。

 第4表志布志におけるくるまえび漁獲量の変動(〃・クマェピ〃を含む)
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第1図八代海漁場図

八代海



概要

 1I放流場所;八代海に面した出水市福ノ江地先(第1',2'図)

 2放流.種苗;(第3'図〕

 '''……凹†…'山一■■…一'一`一''山I■r・一一一■一■一一一一■一一1
 回目i放養月日種苗数〔千尾〕i

 第.1高下一…高;一■.、.一__讐コ
 ー÷∵{一∴1}
 菱壱・国1(。月1。日〕亀。。。1
 ..一..一_一一_._.._L___。一____一」_.______一」

 ;川….1
 し一一一…一一一十一一一一・・一一一一一一一一一一H一一一一_一一_一・一一一・一一中

,種菌輸送

所要時間;3時間25分

 輸送;ズック製帯魚槽2～チ轡に収容して酸素補給した。1トンー活魚槽1
 個当りの輸.送量は35万H136.5万尾であった

 ,囲い網:(第会』図〕

 面積;ユ.450〃,網一地;ラッセル網(400節〕一

 囲い網による保護育成期簡はポ～8臼間一,収容密一度は第2I回目放養の一際が

 3,000勘ガで最も多かった。

 ,放義時の生育

 輸送一中の衰I弱は毎回ともみられず,特に6月17日と27日の種苗は囲い網

 の中でも放謹と同時に潜砂する一も¢)が多かった。

 、7月10日の放義時は,集中豪雨後でニゴリ,低かん,泥土の堆穣などがあ

 り,まだ海況が回復し在㎏状態であった。その結果翌日にほ騒い網の中で約

 10%の難死が出た。この時の種苗取揚げから放流まであ.Qゼの変イビをみると

 ①I種董生産池の飼育海水の〇一e〔.取揚げ前)15.3%

 ㊥輸送準水の・々i・・旦%
一11

 (…)放流現場こ一放義時の0410.89%

 (≡≡)放流現場放養翌日最干潮時の0474i%

 ,放流漁場のヒゴリ,塩素量の回復は比I較的早かったが,泥土の堆積は8月

 一杯までの長期にわたりこの間工さ類の生息ばみられ在かった。

il



 8,9月に入って底質環境が回復すると稚エビは再び放流場所周辺の干潟に出現

 した。

 9出水における今年のクルマエビ漁獲量は。8月以降の昨年の蹄獲量を」=廻っ

 ているが,これば前年の晩期発生群によるものであろうと推定した。

 午千々令ぺ吉壮仁十i
44

 5a9切

 ÷普子、三割余、,引幕㍗務、
 ()ば推定漁獲量

第2'図放流場所



第3'図  放流種苗の体長.体重組成

(1回目放流;  5月24日〕

 (Z回目立定着荒;6月ミ7日〕

 (3回目一敏流;帽月27日〕

 {4回目放流;マ月i.C日〕

体長 体重



 第4図囲い網

支撞竹

 12月の漁海況概要

海況

 11月下旬～12月上旬の薩南海域の表面水温は,種子,屋久近海で2-2～

 23℃で例年並かやや高目,甑島近海で1.9℃台を示しやや低目の状態であっ

 た。

 12月中旬黒沙流域では2-2亡台に下降し,その主軸は慶久島南方7,O浬,種

 子島東方40浬,都井岬東方60爆酷近にあつた。表面水温は産児島湾口や屋

 久島北部域で19C台,屋久島南部や穣子島東の沿岸一域て21℃合を示し,薩・



 南海域の水温も西部海域から低く在った。

楽漁.況

 西薩海域の甑島東,北部,野間岬沖等では前月同一様小サパ主体の漁があった

 が,漁況は低調でサパの水揚量ば15.6屯〔阿久根,串木野港)であった。

 (廓月の6分のI⊃

 '薩南海域へは12月に人一って出漁船が増加'し,枕崎港への入.港船ぱ60隻と

 在った。.〔前月9隻j

 種芋島,馬毛島溝域では小ムロ主体,屋久島南部ではアカムロ,アジ主体の漁

 がみら'一れ{1隻平均20一毛の水揚がみられた。

 叉大隅東部の一火i時=小山田湾てば小勢船によって豆ア。ジ主体の好漁が訪月に一
 引続きみられたが,下旬に入り低調と在った。内一之瀦港への水揚量は389屯

 〔54隻〕で1隻平均は昨年同期の約2倍であった。

 12月中のヨコワ漁況は全般的に低調で,開聞～坊岬海域では40-50隻

 の出漁がみられたが水揚量は昨年同期を下廻ろた。

 業種別。漁港別水揚状況(昭和44年j2月分)

 1旋絹;承二鰍1τ準1裏111島11111種1ギ叫二111辿1二1111二
 11驚ド簑1缶111㌧ニハ㌣ト}二吐出
 1一一一L†'一一咲^H一一一一一'一一…L■一…I…Irτ''一一I-h山'丁■■…≡…'一一1
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 漁場観測遠報(12.月分〕

増殖.部

 上1…Cい…Cリ…しリ…し1・α・Oしい…C1

 日二ξ二一・1王11三五・二U一コー…寸二亙工■r
 1下1Iπ;'11三・';こ了丁;';デ1…j1…{・・」
 し憂一…一;…五五1一一■下一コ
 日1重三三正仁一111王1二11三江、1‡㌧1二!上一
 L竺善.一、土L…し・↓二土しユ・L一、1土..上二.」
 ○浦内

 上旬から簸萬でi8.02℃、最低・で16.・57Cと昨年より最高,最低とも約

 2℃低く.中旬の平均てば最高でピ6.48℃,最低で15℃と下っていた.が,..

 †旬には媛高で1765Cと最高,最低とも1℃以上高糧になっている。

 下'旬だけを昨年度と比較すると最高,鍛瞬とも1℃以上の高癌である。'.しかし

 一月平均では綬蔦最低とも昨隼より僅隻い。

 ○水成川

 ここは最高最低とも上旬から中旬,下旬と下降しており,乍旬の平均七は最

 高最低とも鮒と犬銚舳が,月平均では最高邸とも島1℃帥。しかし
 咋年度と一の比較では最高最鰯とも3℃以上低く.凌.つてお一り,外海に面したI測定

 場.所であるだけに外洋水が総体的に下っている1二・とが考えられる。

 ○牛根

 ここも水成川同様順調に下降しているが,月平均では浦内,水成川とり一最高

 援低とも高糧を示している。ここは昨年度との比較は由来在いが浦内,水金川

 1.'.千傾向及g今年度の寒気から考辛て例年よ1低い水温であるようだ口
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 定置観測(12月分〕

増殖部

旬平均水糧,比重:本試前満潮時表面
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業務概況

本場

漁業部

 1月6日～I.4日

 1」書8日}丑8日

正月21日

 I月23日～'2月6日

漁海況海津観測

 ヨコワ漁場調査

 吾智輝研苧会(坪占町漁協〕
漁場開発調.査

 のり養殖関係

1月6日

1月7日

1月13}14日

 1」弓16～17日

 1月19～20日

1月22日

三月23日

1月26日

 1月27～30日

 正月2王～24日一

 のり摘採(鹿児島市谷山〕

 のり抄製

 漁村青壮年研究発表大会出席(鹿埠.,島市ゴ
 {土1水のり漁場潮流調査まとめ

 し尿処鯉計画打合せ(出水市〕,阿久摂のり調査

 島平のり調査(串・木野一市〕

 垂水のり調査(垂水市〕

 谷山のり調査(鹿児島市)

 甑鳥移動相談出席(チ打,鹿島〕

 .大分県より襲海地のり養殖について石川技師等4名

来場

真珠養殖関係

1月8}10日

月間

 アコヤガイ病害,生長調査(繍山町。龍ケ本〕
 ア・コ・ヤガイ'一調査資料整理

製造部

 サバ魚肉エキス鯉遣試験(粉霧乾燥小知和製作所へ委託j

 ハマチ致死条件別核酸闘連物質測定(鹿大共同研究〕



 大型電乾炉がつお節製造試、駿(継続〕

 くる'まえび配合.餌料製造(継続〕

 マス新巻製一蓬

 かつお節産地診断(枕崎市)

 当月来訪マスくん製について外38名

調査部
 ○クルマエビ配合餌・料I試験関係

*1月6日第6回試.験節料作製

 *三月7日}22日クルマエビ予碗飼育

 *工月23日～第6回試験開始

 クルマエビ病審対策一試睡開始

 ○水質関係

 ・1月7日～重油処'理翻巖性試験

 *1月9日垂水増殖七ンタークルマエビ水槽水質調査

*1月28日西部海域水質調査

 ○その他

 *1月13日新餌料開発指定試験に一関女る打合せ会出席(広賠〕

 ・1一月1・リ・日第1・回漁村青竿年婦人済究グルニプ実穣発表犬納
 庫(鹿児島市j

 §大島・分場

1漁業係

*湯湾干茄利用詞章

*木皮浸出液影響調査

 *海洋観潮(大島海峡〕

製造係
 *塩うに貯蔵試.験(継続申j
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 うに加工指導

 加工場傭晶整'傭(一ヒイロ,煮寵修理〕・

 44年度種貝管理(第1回籠敢換えj

餌料一培養

 シラスそ上調査(住用村,.瀬戸内町j

養鰹指萄

 アワビ放流遠地一調査(任用村市)

 垂水増殖センター

 クルマエビ養成企業化試験(継続月間〕

 アワビ種苗生産試験(l1月1日～1月30日ジ

 その聞に17回・の産卵誘発を行在い現在幼生飼育申

 トコブシ生産種苗放流

 12月i5日トコプシ種苗一2万個体を西之表市濾田に放流

実践漁場調査

 1一月23日保錘育成現場調査(志布志〕

 コンブ採苗試.験

 1㍗今日鮒へ種苗糸い0い鼎を輸送
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